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（2）1838年．小屋住農の手賦役と牝牛貢租．各人は牝牛1頭を放牧させるが，牝牛貢租は
lQGである．各人の家屋番号，手賦役，償却地代は下記の通りである．
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18
P9
Q0
Q1
R
J．　G．　Scheibe
C．　F．　Kretzschmar
J．　G．　Seifert
C．　F．　Werner
Joh．　Samuel　Winkler
12日
12日
12日
6日
16日
IT　2G
IT　2G
IT　2G
－T　8G
！T　14G
（3）1851年．騎士領K：tindlerへの保有移転貢租．各人（82までは園地農，51以後は小屋
住農）の家屋番号と償却地代は下記の通りである．
???????
??????﹇?）?? ??
J．　Gottiieb　Eichler
Joh．　Traugott　Schneicler
J．　Gottfried　Eichler
Joh．　Gottfr．　Pester
Karl　Gottl．　Kretzschmar
F．　A．　F．　Ulbricht
T．　H．　TOpfer
Joh．　Sam．　Mtiller
Joh．　Sain．　Schubert
K．　Uhlmann　・
C．F．　Merkel（女）
Friedr．　Wilh．　BUttner
Johann　Gottlieb　Grtinz
Johann　Samuel　Winkler
Karl　Friedrich　Wendler
Karl　Augu＄t　T6pfer
C．F．　Lommatzsch（女）
Joh．　Gottl．　Sch6nfeld
K．　F．　A．　Maier
C．　F．　Reichert
一T　21G　2　P
－T　IOG　8　P
－T　8G　一P
－T　llG　6　P
－T　23G　2　P
－T　IG　2P
－T　IOG　4　P
－T　16G　4　P
－T　6G　一P
－T　18G　8　P
－T　6G　一P
－T　15G　2　P
－T　20G　一P????﹇｝????? ?15 ?2P8P
4P
－P
－P
－P
－P
（4）工852年．道路貢租（3人から27G　6　P），賦役金（Frohngeld）　（1人から25G），な
ど．償却地代合計は「！4T16G　5　Pで，34T20Gは地代銀行に委託され，5T26Gは現金
で」支払われた．
（5）1853年．Limbachの牧師への現物貢租（IS　l　sip（？）ずつのライ麦と燕変）．騎
士領Ktindlerからの償却地代は9TlgG87A6P　（lSのライ麦は3T，燕麦はlT12G
5Pと査定された）で，そのうち9TlgG　6　Pが地代銀行に委託された．
一　129　一
　130
（6｝Rentamt　Chemnitzへの義務．償却地代lT25G．
（Strohbach　1940，　S．　140－144；　Strohbach　1963，　S．　77f．）
　　　　Mittelfrohma
（！）　一＞Niederfrohna　（3）
（2）運搬賦役．70T20Gの償却一時金．
（3＞手賦役．lO人から2T2Gの償却一時半．
（Strohbach　th963，　S．　78．）
　　　　Niederfrohna
（1）183フ年協定締結，特別償却委員会（Spezial－Commission）委員はDr．　J．　Volkmann
（Chemnitz）と農業者G．　M．　Petzschel（Penig）であり，協定の当事者は騎士領Lim－
bachの所有者たる侍従（Kammerjunker）G．　F．　von　XVallwitzと当村の28人の土地
保有者である．後者は下記の保有地よりなる（1／4Hのうちの2は同一人に属する）．
　　　IH　5　ii／2H　9
　　　3／4H　6－1　1／4H　IO
　償却対象は建築賦役である，二村のすべての馬保有農は不確定賦役としてすべての建築
材料を馬車で運搬せねばならなかったが，この運搬賦役は17人の馬保有農による4頭立て
馬車年間3％台，償却地代1台につき8Gと決定された．また，当村のすべての保有農ば
建築手賦役（水道管維持の賦役を含む）をはtcさねばならなかったが，この手賦役の償却
地代は1人につき2Gと決定された．償却地代は畜賦役農民（Spannbauer）からおのお
の2T2G，手賦役のみを課される10人の保有農からおのおの2Gで，当村合計は87T12
Gであった．償却事務費は両当事者で折半され，手賦役農民（Handbauer）の分担額は馬
保有農の1／2であった．
（2｝1842年．牧師の土地（Pfarrgut）への賦役．牧師の土地は18　Sある．（a｝休閑区（Brach・
art）6Sのうち2Sでは馬鈴薯，野菜，亜麻が，2Sではクw・一一ヴァが栽培される．休
閑地は2Sのみである．（b）冬穀栽培区6Sではライ麦と小麦が，（c）夏穀栽培区のうち21／2
Sでは大麦，31／2　Sでは燕麦が栽培される．
　当村の賦役労働時間は次の通りである．〔a）型耕．lSの所要時間は41／2時間で，梨耕回
数は燕麦で2回，冬穀物と大麦で3回．したがって，冬穀物について8工時間，大麦33％時
間，燕麦311／2時間，計146　1／4．時間．これからMittelfrohnaの賦役2日（14時間）を差し引
いて1321／4時間．｛b｝細耕．lSの所要時間は43分で，絶耕回数は冬穀物と大麦で7回，燕
一　130　一
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麦で5回．したがって，冬穀物について30％時間，大麦121Y20H3間，燕麦121％o時間，計
55％時間．｛c）穀物・乾草搬入．冬穀物について150束積みのll車（そのうち牧師の土地の
収穫1452東，十分の一二198束），1車％時間で95／s時間。夏穀物は180束積みの7％車（そ
のうち牧師の土地の収穫1200束，十分の一雨154東），滑車％時間で6％時間．一番草と二
番草は8車，1車1砥時間でIO時間．計26％時間．（d）肥料運搬．厩肥48車，1：車7／s時間で
42時間．これからMittelfrohnaの賦役2日（！4時間）を差し引いて28時間．
　1時聞当りの賃金．梨耕賦役（馬2頭）で2G5P，把耕賦役（馬2頭）で2G4P，
運搬賦役（馬車）で3G3P（荷役人夫1人の賃金7Pを含む），
　以上から賦役は23T23G4Pと評価されるが，反対給付が13T工IG（そのうち現金8T，
燕麦4TgG，ビール18G）と計算されるので，両者の差額－T12G4Pが償却地代とな
る．これは19人の賦役義務者によっておのおの14　G61／s　Pずつ負担され，地代銀行に委託さ
れた．
〔3）1854年．十分の一一税，償却地代は当村，Mittelfrohna，　Kaufungen（Leipzig県
Rochlitz郡）の土地保有者を合わせて，当村の教会の土地（K：irchlehen）に関して6G
4P，当村の牧師の土地に関して！59　T　l　G　4　P，当村の学校の土地（Schullehen）に関
して22T22GgP，　Mittelfrohnaの学校の土地に関して10T－G　4　P，合計192TIOG　l
Pであった．
（Strohbach　1936，　S．　27f．，　219－221　；　Strohbach　1963，　S．　77　；　Strohbach　1966，
S．　75．）
　　　　Pleissa
（1）1823年．炭運搬賦役（ZwickauからFreibergまで）．償却地代1702TlsG！l　P．
（2）B37年．国家への償却一時金260TlOG．
（3｝1841年．建築賦役．償却地代150T，
｛4）「1857年．十分の一輪など教会への諸負担．償却地代987T．
（5）直営地Chemnitzのための賦役．償却地代266TllG　5　P．
（6）騎士領Oberrabensteinへの賦役・貢租・放牧権の償却地代は次の通り．
　a．大鎌刈取り・掻き寄せ　　　　　　　　　約13T
　b．Wtistenbrandの採草地における賦役　　　　9　T
　c．小屋住農の賦役　　　　　　　　　　　　　　6T
　　　　　　　　　　　　　　　　　　－13工　一
　132
　d．旧訳書絵　　　　　　　　　　　　　　　約37T
　e．梨耕賦役地代（Ackerfronrente）　　　　　33T　7G
　f．　夏期放牧権　　　　　　　　　　　　　　　39T　lG
　9，冬期放牧権　　　　　　　　　　　　　　約llT
　　　合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　149T　　7　G　　8　P
（Strohbach　1963，　S．　76，　78；　Strohbach　1966，　S．　75，）
　　　　R6hrsdorf
　l841年．騎士領Oberrabensteinの放牧権．各人の償却地代〔ママ〕とそれを支払う
土地保有者の数は下記の通りである．
1人
5人
14人
23人
合　計
　4T
　3T
　2T
　IT
約95T
14G　9　P
25G～3T　3フG
7GN2T　17G
16Gt’v1T　27G
（Strohbach　！963，　S．　76f．　；　Strohbach　1966，　S．　74．）
　　　　Seifersdorf　＞Ursprung　（5）
　　　　Ursprung
〔1）1837年．Amt　GrUnhainへの畜賦役・手賦役．！57T！Gの償却一時金，
（2）1839年．Rentamt　Stollbergへの現物貢租（燕麦72　S）．償却地代はlS当りll／6T．
｛3）1852年．保有移転貢租（保有変更の際にユ6P）．償却一時金2TlgG　2　P．
（4）1852年．石材運搬賦役・道路手賦役．償却一時金85T．
（5）1852年。十分の一二（富村，Abtei（不明），Seifersdorfを合わせてライ麦36　S，
燕麦30S）．償却地代はライ麦lSにつき3T，燕麦lSにつきlT121／2G．
（6）1852年．学校の土地に関する貢租（パン28ポンド）．償却地代17Y2　G．
（Geisler，　S．　IOOf・，　l14f．）
　　　　Wttstebrand
〔1）1839年．国家への負担．工保有地から償却地代lT27G6P．
〔2｝1841年．同じ保有地から下記の償却地代．フーフェ貢租1T24G，世襲賃租22G7p，
現物貢租（牝鶏・チーズ・燕麦）1フG6P，薪規賦役金9G，など計2TlsG6P．
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（3）騎士領Oberrabensteinへの賦役．．1人の大農からの償却地代は賦役について6T
4G，羊の勢毛について6G4P．
（Strohbach　1963，　S．　77£　；　Strohbach　1966，　S．　74．）
一ユ33一
